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「東京のふるさと・あきる野」広報などで目にする

ことが多い言葉だと思います。私も、あきる野市は東

京都でありながら貴重な野生動物が生息する豊かな自

然が身近にあり、自然と人が共生している姿を色濃く

残している場所だと感じています。

私が見てきたあきる野の自然は、四季の移ろいがと

ても美しく、生き物たちの命のつながりが輝いていま

す。そして、自然の中で生きる人や遊ぶ人も生き生き

としています。自然は私たちに多くの恵みを与えてく

れています。

しかし、私たちにとって自然は、美しく恵みを与え

てくれるだけの存在ではありません。自然との関わり

方を一歩間違えると、ケガをしたり、時には命を落と

すこともあります。だからといって、人に都合のいい

部分だけを見つめ、都合の悪いものを排除するのでは

なく、ありのままの自然を認め、関わり、覚悟する必

要があると思います。なぜなら、私たちは自然がなけ

れば生きていけないのですから。

東京のふるさととして、次世代に残していかなけれ

ばいけない自然を、多くの視点を持って一緒に考えて

みませんか？

コナラのドングリが実り始める9月、チョッキリ(昆

虫)がドングリに卵を産みつけ地面に落とします。昨年

は、チョッキリの落とすドングリが少なかったことも

あり、ドングリの凶作年であることを予測したのと同

時に、イノシシの痕跡が標高の低い場所で例年より早

い時期に見られたため、森の変化と人里への影響が大

きくなることを心配していました。

晩夏から野生動物は冬に備えてたくさんの食物を必

要とします。この時期の野生動物にとって、ドングリ

などの果実は重要な食物となっていますが、市域の森

林には実をつける広葉樹や草花が少なく、約７割を針

葉樹が占めています。その針葉樹の森は、一部では広

葉樹や花粉の少ないスギへの転換が進められてい

ますが、手入れがされず下草も生えない暗い森が目立

ちます。

ドングリが凶作だった今冬は多くの野生動物が食物

不足で困ることでしょう。自然はつながりを持って成

り立っていますから、人が木を植えたまま管理を放棄

した森によって野生動物は苦しんでいます。また、森

で生きられず人里へ現れ、私たちの暮らしにも影響を

与えます。野生動物がかわいそう、害獣だという視点

だけではなく、私たちができること・しなければなら

ないことを考え行動することが必要です。豊かな自然

を次世代へ残していくために、人が暮らしていくため

に、これまでの活動を継続していきながら、今年は新

たな森づくり活動を始めていきます。 [加瀬澤]
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